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研究ノート

聖山式土器に伴う方形区画のある土器について

3.1 はじめに
筆者の所属する七飯町歴史館では、平成 11年に一括寄贈
された「高橋秀雄考古資料コレクション」（以下、高橋コレ
クション）と称する資料群を所蔵している。これらは発掘
調査記録も実測図もない蒐集品で構成されており、その一
部は当館常設展示室に並べられ観覧に供しているが、大部
分は収蔵庫に保管され陽の目をみない。学術的に見ても興
味深い資料がありながらも、あまり知られることのない不
遇な状況であるといえる。よって本稿ではその中から、聖
山式土器に伴うと考えられる方形区画のある土器を紹介し
若干の所見を示すので、皆様からご教示をいただきたい。

3.2 高橋秀雄について
このコレクションを蒐集した高橋秀雄は、昭和 13年に大
中山尋常小学校（現七飯町立大中山小学校）訓導（教諭）と
して赴任したのち同校教頭を経て、昭和 22年に大中山中学
校教諭となった。昭和 28年に室蘭聾学校へ転出するまでの
間、大中山地区を中心に、町内の考古遺物の蒐集を行って
いたようである。ちなみに大中山地区の遺跡は、大中山中
学校教諭の高橋秀雄、池田堯、野呂進らによって踏査され、
発見順に番号を付した遺跡名がつけられており、高橋が七
飯町を離れた後も、野呂を中心に大中山地区の考古遺物の
蒐集が学校活動として行われるなど、その熱意が引き継が
れている。高橋は七飯町を転出した後も、赴任先を転々と
しながらも蒐集を続けていたようで、本コレクションには、
七飯町のほか、函館市サイベ沢遺跡出土の円筒土器上層式
や江別市出土の後北式土器、松前町、上湧別町、せたな町採
集資料などを含め、土器 87点、土偶 4点、土製品 2点、石
器 172点、石製玉 1点の計 265点からなっている。主に昭
和 20年代に蒐集されたこれらの遺物は、七飯町内でも先駆

的に行われた考古学踏査で得られた貴重な資料といえ、高
橋らの熱意によりこれらの遺物が後世に残されたことは幸
運であったと考える。

3.3 文様帯を方形区画する土器（高橋コレク
ションより）

今回紹介する土器（図 3.2、3.3）は、昭和 25年 4月 23日
に発見されたもので、土器内部には日付のほか「亀田郡七飯
村大中山宮後安一畑地出土」と記載されたラベルが貼られ
ていた。昭和 52年発行の『七飯町史』によると、宮後氏の
畑は「大中山３号遺跡」と記載されており、現在の包蔵地登
録台帳と照らし合わせると、大中山３遺跡から得られたと
考えられる。（図 3.1参照）

図 3.1 遺跡位置図

土器は高さ 12.0cm、径 11.8cmの完形の壺である。口縁
は平縁で突起などは付されず、口唇部に 1 条の沈線を巡ら
せている。また、内側にも浅い沈線を一巡させ段を作出し
ている。頸部は無文で縦方向に弱い磨きが認められ、上部
には口唇と頸部を区分けするため、口唇を巡る沈線と並行
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する浅い沈線を巡らせ、その一部を削るように磨いたと思
われる痕跡があった。よって実測図には沈線があったもの
として描いている。この無文部は肩部に巡らせた 2 条の沈
線まで続き、以下、底部までは細かい LR原体による縄文を
地文としている。
文様の主体となっているのは、上方に最大径をもつ胴部
で、胴部下方に 3 条の並行沈線を巡らせ、文様帯を上下に
分けている。上部の文様帯は、胴部下方の並行沈線と肩部
に施された 2条の沈線を繋ぐように、3条一組の縦方向の沈
線を垂下させ、文様帯を方形に 6 区画に分け、区画内には
2 条一組の弧状の沈線を X 字状に描き、弧が接する部分の
上下に三角形状のモチーフをそれぞれ配している。見方に
よっては X字状の沈線が、2条ではなく 3条一組となるも
のとも考えられるが、本稿では三角のモチーフを配したと
判断した。
下部の文様帯は、胴部下方の並行沈線と底部の立ち上が
りに巡らせた 2 条の沈線との間を、上部文様帯の縦方向の
沈線に呼応するように 3 条一組の沈線を垂下させ 6 区画と
するが、上部とは異なり、区画内には何も描かれていない。
体部文様の構成として上段の 6区画には X字状の沈線と三
角形のモチーフ、下段は区画のみとなっている。
また、この土器には口唇直下に補修孔が 2個認められる。
これらは断面が四角形の棒状工具によって内側から穿孔さ
れたと考えられ、その際にめくれた粘土片がそのまま器表
面に撫でつけられ磨かれた痕跡が確認できる。さらに胴部
下方に巡る 3 条の並行沈線上にも同様の工具による穿孔が
１つ見られ、下部有孔土器となっている。これらの孔は土
器焼成前に穿たれており、土器の内外に炭化物が付着して
いることから、焼成後もなんらかの用途で使用されていた
と考えられる。時期は縄文時代晩期後葉、大洞 C2式～大洞
A式相当を想定している。

3.4 当該期における方形区画のある土器
道南地域における該当期の土器型式としては、七飯町峠
下聖山遺跡出土土器を指標に設定された聖山式土器が知ら
れている。その文様構成は連繋入組文を主体とするⅠ式と
横位連続工字文を主体とするⅡ式が一般的に知られるとこ
ろであるが、聖山遺跡でも第３ブロックから出土した壺形
土器（図 3.4-1）や第７ブロックから出土した壺形土器（図
3.4-2）、のように方形区画をもつものが出土している。これ
らの土器は、複数条を一組とした沈線で文様帯を区画する
点において、大中山 3 遺跡出土土器との類似性が認められ
る。ここでは、七飯町近郊で出土した当該期の方形区画の
ある土器をいくつか紹介する。

図 3.2 大中山 3遺跡出土土器
（七飯町歴史館蔵「高橋秀雄考古資料コレクション」）

図 3.3 大中山 3遺跡出土土器

図 3.4-1 は小形の壺形土器である。口唇に 2 条の沈線を
巡らせ、やや内湾した頸部は無文、肩部と胴部下方にそれぞ
れ 2 条の沈線を一巡させ文様帯として、これらを繋ぐよう
に 3 条一組の沈線によって 4 区画に分け、その区画内には
三叉文を 2 つ配している。また、この 3 条一組の沈線上部
には呼応するように B状突起が付されている。
図 3.4-2は壺形土器で、口唇に 1条の沈線を巡らせ、その
線上に B状突起が 1つ付されている。口縁がやや窄まる形
となる頸部は無文で、肩部に巡らせた 2条の沈線以下は LR
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原体による縄文を地文としている。最大径となる胴部より
やや下方と底部よりやや上方に 2 条の沈線を巡らせて、文
様帯を上下に分け、さらにこれらを 4 条一組の沈線によっ
てそれぞれ 4 区画に分けている。下段を区画する 4 条一組
の沈線は、上段の区画線の中間から垂下させ、上下の区画が
半分ほどずれるように区画している。上段の区画内にはそ
れぞれ三叉文を２つ配しているが、下段の区画内には何も描
かない。なお、肩部に巡る沈線上には B状突起が付される。

図 3.4 方形区画を持つ土器

図 3.4-3（図 3.5）は小形の壺形土器で、口縁は平縁、口唇
に 1 条の沈線を巡らせ頸部から肩部にかけては無文、肩部
には 3 条の沈線が一巡し、以下底部まで LR 原体による縄
文を地文としている。胴部の最大径となる部分にも 3 条の
沈線を一巡させ文様帯を上下に区分する。上部には連繋入
組文を施し、下部は同じく 3 条一組の沈線を垂下させ文様
帯を４区画に分けている。底部立ち上がりにも 3 条の沈線
を巡らせている。

図 3.5 聖山遺跡出土壺

飯島義雄によると、図 3.4-1・2に示した聖山遺跡出土の
方形区画をもつ文様は、聖山遺跡でもわずかしか出土して

いないが、非主要類型のひとつである D類に分類している
（飯島 1989）。北海道大学が主体となって調査され出土した
図 3.4-3 は、飯島が示すところの A類（連繋入組文）と D

類が共存したものと捉えられる。

図 3.6 北斗市一ノ渡地区出土土器

また、北斗市（旧上磯町）添山遺跡でも類例と考えられ
る土器が出土している（図 3.4-4）。徳利に近い形状をした
壺形土器で、口唇部に刻みがみられ、1条の沈線が巡る。頸
部は無文で内湾し、肩部に施した 2 条の沈線以下に LR 原
体による縄文を施し地文とする。胴部下方に最大径をもち、
肩部、胴部中央、底部立ち上がり付近にそれぞれ 2条の沈線
を一巡させ文様帯を上下に区分けし、上段の文様帯は 2 条
一組の沈線を垂下させ 4 区画に分け、その区画内に弧状も
しくは三叉文を変形させたと思われる沈線が対で描かれる。
沈線内に地文が残される点で、大中山 3 遺跡出土土器と類
似性が認められる。また下段は方形に区画されることなく、
横位連続工字文が一巡する。飯島が提示するところの B類
（横位連続工字文）と D類が共存したものと捉えることがで
きる。
さらに、未報告資料であるが北斗市教育委員会が所蔵す
る壺形土器（図 3.6）も類例として提示する。これは、北斗
市一ノ渡地区（旧大野町）出土土器で、口縁は平縁となり突
起物は付されていない。口唇には 1 条の沈線が巡り頸部は
無文部が肩部の 2 条の沈線まで続き、以下底部まで LR 原
体による縄文を施し地文としている。最大径となる胴部よ
りやや下方に 3 条の沈線を施し文様帯をつくり、肩部とそ
れらを 3条一組の沈線を垂下させてつなぎ、7区画に分けて
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いる。区画内のほとんどは他に何も描かれていないが、そ
のうち 1区画だけに三叉文が描かれている（図 3.7）。

図 3.7 一ノ渡地区出土土器の部分拡大（三叉文が見える）

この土器は、ほぼ直立に立ち上がる頸部と胴部の方形区
画など、大中山 3遺跡出土土器に類似する点が多いが、こち
らも蒐集された土器のようで、詳しい出土状況や共伴関係
は不明である。残念ながら、本稿では実測の機会に恵まれ
ず、文様帯下部の詳細を観察することができなかった。肉
眼観察の限りでは、器表面に剥離が多く、摩滅も認められた
ことから、下部文様帯が区画されているかなどは確認でき
なかった。

3.5 若干の考察
渡島地域における縄文時代晩期の土器の中には、方形区
画のある土器の出土例が少なく、まだまだ研究の余地があ
ると考える。今回、高橋コレクションの土器を紹介し、類例
と考えられるものを提示したが、当館でこの土器が眠って
いたのと同様に、ほかの町にも人知れず類例となる土器が
あるのではないかと期待もしている。
現時点でわかっている情報から推察できることは、方形区
画は頸部が無文となる壺形土器にのみみられる特徴で、こ
れらは聖山式土器の非主要類型（D類）に相当し、主に聖山
式土器と供伴する可能性が高いことである。北斗市添山遺
跡しかり、大中山 3 遺跡においても聖山式に相当する土器
が出土していることも、それを裏付けられよう。
また、聖山遺跡や添山遺跡出土土器の中に、飯島の類型に
よる聖山Ⅰ式（A類）、Ⅱ式（B類）に特徴づけられる文様
と組み合わせて区画（D類）が認められることから、Ⅰ式、
Ⅱ式ともに、文様帯を区画するという意識があったと捉え
ることができるだろう。
さらに、大中山 3遺跡出土土器に描かれた X字状沈線と

した文様は、三叉文が変化した可能性もある。その鍵を握
るのは図 3.4-4に示した添山遺跡出土土器の上部文様帯の区
画内沈線にあると考えているが、残念ながら実見に至らな
かったので、稿を改めて考えを整理できればと思う。　
今後、こういった方形区画のある土器が、聖山式土器の分
布と一致するものなのか、また、聖山式土器に伴うものとし
て捉えられるのなら、聖山式以後どのような変遷を辿るの
かが課題となるが、本稿では、筆者の浅学さゆえ道南圏はと
もかく、道央圏や青森県といった東北地方での類例を調査
するまで及ばなかったので、多くのご教示を賜りたい。

3.6 おわりに
本稿では、高橋コレクションから１点のみの紹介にとど
まったが、同コレクションについては、今後も実測図を作成
しつつ資料紹介できればと考えている。当館に限らず、記
録が乏しい蒐集された土器を所蔵している施設は他にもあ
るだろう。そういった資料の中には、貴重な情報を持つも
のも多い。それらを眠らせることなく、広く周知できる場
として本会誌が活用されることを願う。
なお、本稿における土器実測は、弘前大学人文社会科学部
文化創生課程 4 年の岩瀬小夜氏に行っていただいた。この
場をかりて謝意を表する。
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